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ご
挨
拶

高
梁
川
流
域
学
校 

校
長 

神
崎
宜
武

　

高
梁
川
流
域
学
校
は
、平
成
27
年
6
月
に
設
立
さ
れ
初
年
度
の
事
業
は
全
て
終
了
い
た
し
ま

し
た
。「
高
梁
川
流
域
の
風
土
と
歴
史
・
文
化
を
再
考
し
て
大
事
に
継
承
し
た
い
」と
私
た
ち
の

思
い
は
、ど
れ
だ
け
地
域
社
会
に
届
け
る
こ
と
が
出
来
た
で
し
ょ
う
か
。

　

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
く
現
代
社
会
に
お
い
て
、自
ら
の
立
ち
位
置
を
理
解
し
て
行
動
し

て
い
く
こ
と
は
至
難
の
業
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
行
動
の
術
を
獲
得
す
る
の
に
私
が
提
案
で
き
る

方
策
は
、自
身
の
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
を
学
び
、自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
知
る
こ
と
で
す
。地

場
の
文
化
に
真
摯
に
対
峙
し
そ
の
こ
と
を
共
有
す
る
こ
と
の
中
に
、こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る

手
が
か
り
が
あ
り
ま
す
。高
梁
川
流
域
学
校
の
内
で
私
が
塾
長
を
兼
任
し
て
い
る
備
中
志
塾
で
は
、

そ
の
手
が
か
り
を一
緒
に
見
つ
け
出
し
、「
普
遍
の
ね
う
ち
」を
備
え
た
次
世
代
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。地
域
を
創
る
の
は
志
を
も
つ
人
で
あ
り
、そ
の
人
を
生
み
出
す
仕

組
み
と
し
て
、「
高
梁
川
流
域
学
校
」を
育
て
て
い
き
た
い
、と
思
っ
て
い
ま
す
。
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高
梁
川
流
域
学
校
に
つ
い
て

　

高
梁
川
流
域
学
校
が
目
指
す
活
動
の
ビ
ジ
ョン（
目

標
）は
、昭
和
29
年
3
月
に
大
原
總
一
郎
氏
ら
が
書
き
上

げ
た「
高
梁
川
流
域
連
盟
趣
意
書
」に
み
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。こ
の
趣
意
書
の
冒
頭
に
は
、「
ユ
ネ
スコ
憲
章
前
文
に

世
界
の
平
和
は
心
の
平
和
に
あ
る
。各
国
の
習
慣
風
俗

を
知
る
こ
と
が
戦
争
の
悲
劇
か
ら
遠
ざ
け
る
」「
高
梁
川

流
域
の
人
々
は
こ
の
川
を
機
縁
と
し
て
互
い
に
理
解
を
深

め
、愛
親
し
み
、協
力
し
て
こ
の
川
を
守
り
、こ
の
川
で
培

わ
れ
た
文
化
や
産
業
の
共
同
体
を
よ
り
美
し
く
、よ
り
合

理
的
に
築
き
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
」と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
こ
の
趣
意
書
に
深
く
賛
同
し
、日
本
が
国
際

間
で
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
役
割
を
理
解
す
る
と

同
時
に
、親
和
協
力
の
精
神
を
もって
身
近
な
隣
人
た
ち

と
地
域
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に
働
き
、さ
ら
に
有
意
義

な
活
動
を
生
み
出
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、「
高
梁
川
流

域
学
校
」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

折
し
も
高
梁
川
流
域
成
長
ビ
ジョン
の
中
で
も「
高
梁

川
流
域
学
校
事
業
」と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
、圏
域
の
大
学
、企
業
、各
種
団
体
等
と
の
産
学
官

民
の
連
携
に
よって
、圏
域
の
将
来
を
担
う
人
材
育
成
と

コミュニテ
ィ
の
意
識
向
上
を
図
る
こ
と
を
、そ
の
ミ
ッション

（
使
命
）と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
て
、平
成
27
年
度
高
梁
川
流

域
学
校
で
は
、高
梁
川
が
森
里
川
海
の
つ
な
が
り
の
中
で

形
成
し
て
き
た
流
域
圏
、瀬
戸
内
を
含
む
備
中
地
域
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、主
催
７
事
業
、共
催
４
事
業
、協
力

事
業
３
事
業
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。い
ず
れ
も
高
梁
川
の
自
然
、歴
史・
文
化
、産
業
、町

並
み
、食
、子
育
て
な
ど
で
実
績
の
あ
る
事
業
体
の
活
動

を
基
盤
に
し
て
、次
世
代
に
つ
な
げ
る
べ
き
大
切
な
地
域

の「
知
」を
、「
学
び
」と
し
て
体
系
化
し
、「
普
遍
の
ね
う

ち
を
持
つ
備
中
人
」を
育
成
、新
た
な
る
流
域
圏
の
創
造

し
て
い
く
た
め
の
礎
に
な
る
事
業
で
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、神
崎
校
長
が
講
義
を
担
当
す
る

「
備
中
志
塾
」を
基
礎（
入
口
）と
し
て
、プ
ロ
グ
ラ
ム
構

成
を
見
直
し
、そ
の
磨
き
上
げ
と
体
系
化
を
図
り
、流
域

圏
に
広
く
情
報
を
発
信
す
る
た
め
に
、高
梁
川
流
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク（
T
I
N
と
２
つ
の
コ
ミュニテ
ィ
F
M
）と
の
連

携
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、全
国
初

と
な
る「
流
域
学
校
」と
い
う
新
た
な
地
域
教
育
コミュニ

テ
ィ
を
構
築
し
、そ
の
中
で
ソ
ー
シャルビ
ジ
ネ
ス
化
も
検
討

し
て
い
く
考
え
で
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
立
ち
上
がっ
た
ば
か
り
の
組
織
で
行
き
届
か

な
い
と
こ
ろ
も
多
々
ご
ざ
い
ま
す
が
、引
き
続
き
、皆
様
の

ご
指
導
ご
厚
情
を
よ
ろ
し
く
お
願
いい
た
し
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
高
梁
川
流
域
学
校 

代
表
理
事 

大
久
保
憲
作

身
近
な
隣
人
た
ち
と

地
域
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に
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高
梁
川
流
域
学
校

　

高
梁
川
流
域
学
校
は
、大
学
・
企
業
・
地
域
団
体
・
自
治
体
な
ど
と
連

携
し
、流
域
の
自
然
や
歴
史
・
文
化
、及
び
産
業
を「
地
域
教
育
」の
教
材

と
し
て
、持
続
的
に
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
り
、「
学
校
教
育
」「
家
庭
教
育
」を
補
完
し
、若
い

世
代
の
郷
土
愛
・
地
域
へ
の
誇
り
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、さ
ら
に
自
治
体

や
企
業
の
人
材
育
成
研
修
を
実
施
し
、将
来
は
、風
土
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て

の
地
域
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
事
業
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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高
梁
川
流
域
学
校　

事
業
紹
介

全14事業（内、共催事業３事業、協力事業３事業）
延べ　参加人数７，９５９人
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高
梁
川
流
域
学
校
設
立
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

高
梁
川
流
域
学
校
の
設
立
の
経
緯
、理
念
を
説
明
し
、

人
材
育
成
の
在
り
方
や
事
業
化
を
検
討
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
と
、講
演
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、流

域
地
域
に
広
く
情
報
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
２
つ
の
分
科
会
で「
地
域
に
根
差
し
た
学
び

を
考
え
る
」「
流
域
学
校
の
事
業
化
を
考
え
る
」を
テ
ー
マ

に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
実
施
し
、そ
れ
ぞ
れ
約
２０
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。午
後
か
ら
は
、「
高
梁
川
流
域
学
校
の

昨
日
と
明
日
」を
題
目
に
し
た
神
崎
校
長
の
基
調
講
演
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。参
加
人
数
は
、約
１
６
０

名
。

　

神
崎
校
長
の
講
演
で
は
、「
何
代
に
わ
た
っ
て
綿
々
と
受

け
継
が
れ
て
き
た
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
、わ
れ
わ
れ
に
課

さ
れ
た
使
命
。
流
域
自
治
体
、市
民
団
体
、企
業
な
ど
と

手
を
携
え
て
、地
域
の
文
化
、風
土
を
み
ん
な
で
共
有
し
、次

の
世
代
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」と
力
強
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、ボ
ン
大
学
名
誉
教
授
ヨ
ゼ
フ
･
ク
ラ

イ
ナ
ー
氏
か
ら「
水
運
が
流
域
を
つ
な
ぎ
異
質
な
考
え
や
文

化
を
受
け
入
れ
る
土
壌
が
生
ま
れ
た
」、認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

共
存
の
森
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長
澁
澤
寿
一
氏
は
、「
持
続

可
能
な
社
会
を
取
り
戻
す
に
は
お
金
で
な
い
価
値
を
見
直

す
必
要
が
あ
る
」、大
原
美
術
館
専
務
理
事
大
原
あ
か
ね

氏
は
、「
備
中
地
域
に
は
美
術
館
、博
物
館
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。そ
う
い
う
施
設
を
大
切
に
活
用
し
な
が

ら
人
々
が
豊
か
に
な
り
、世
界
に
発
信
で
き
る
事
業
に
発
展

さ
せ
て
ほ
し
い
」、岡
山
大
学
副
学
長
荒
木
勝
氏
は
、「
高

梁
川
流
域
の
現
場
を
学
び
の
場
と
す
る
取
組
み
と
連
携
し
、

大
学
教
育
の
新
た
な
形
を
見
出
し
た
い
」と
の
発
言
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

 
事
業
紹
介

　高梁川流域学校設立シンポジウムにおいては、神崎校長が唱える備中
人としての「こころざし」を共有。

この事業のミッション

● 高梁川流域学校の理念などの情報発信
● 高梁川流域学校の理解促進、ネットワーク拡大
● 高梁川流域学校のプログラムプロモーション

高梁川流域学校の設立の経緯、理念を説明し、
講演、シンポジウムを通し流域地域に広く情報発信
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高
梁
川
ト
レ
イ
ル
に
よ
る
風
土
ツ
ー
リ
ズ
ム
開
発

　

高
梁
川
ト
レ
イ
ル
は
、か
つ
て
の
松
山
往
来
、吹
屋
往
来
、

山
陽
道
な
ど
の
古
道
や
高
梁
川
流
域
の
中
国
自
然
歩
道

な
ど
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、歩
く
こ
と
を
通
し
て
高
梁
川
流
域
の

自
然
の
素
晴
ら
し
さ
や
歴
史
･
文
化
、産
業
な
ど
を
学
び

体
験
す
る
風
土
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
開
発
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
事
業
で
す
。平
成
27
年
度
は
、以
下
の
3
つ
の
ト
レ
イ
ル
を

調
査
開
発
し
、モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、計
36
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

（
１
）備
中
高
梁
臥
牛
山
コ
ー
ス（
J
R
備
中
高
梁
駅
～
御

根
小
屋
～
備
中
松
山
城
～
高
陣
～
奥
万
田
～
J
R
備

中
高
梁
駅
）

（
２
）吹
屋
往
来
・
と
と
道
コ
ー
ス（
高
梁
市
成
羽
美
術
館
～

総
門
橋
～
島
木
橋
～
窓
坂
峠
～
備
中
宇
治
～
吹
屋
）

（
３
）倉
敷
川
と
と
も
に
歴
史
文
化
を
辿
る
コ
ー
ス（
J
R
倉

敷
駅
～
乗
り
出
し
岩
～
先
陣
庵
～
藤
戸
寺
～
熊
野
神
社

～
J
R
木
見
駅
）

　

こ
れ
ら
３
つ
の
コ
ー
ス
を
調
査
開
発
す
る
過
程
や
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
を
す
る
中
で
、実
際
に
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て
、か
つ
て
の

地
域
生
活
を
知
り
地
域
の
方
々
と
の
交
流
も
深
ま
り
、単

に
ツ
ー
リ
ズ
ム（
観
光
）と
い
う
以
上
に
、地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の

再
構
築
と
いっ
た
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
実
感
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
れ
ら
の
ト
レ
イ
ル
の
情
報
を
ま
と
め
、オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
マッ
プ
の
制
作
を
行
い
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レッ
ト

な
ど
で
も
簡
単
に
情
報
を
取
り
出
せ
る
仕
組
み
も
同
時
に

行
い
ま
し
た
。今
後
も
高
梁
川
流
域
の
ト
レ
イ
ル
開
発
を
継

続
し
、平
成
31
年
度
ま
で
に
12
コ
ー
ス
の
ト
レ
イ
ル
を
開
発
し
、

独
自
の
風
土
ツ
ー
リ
ズ
ム
開
発
を
事
業
化
す
る
計
画
で
す
。

　高梁川トレイル開発によって、地域コミュニティを知り、地図制作することに
よって新しい枠組みで、地域をつなぐことができる。
　地域発の独自の風土ツーリズムにも発展させ、事業化も推進していく。

この事業のミッション

● 高梁川流域のトレイルの調査開発
● 高梁川トレイルのオープンデータマップ制作
● 高梁川トレイルによる風土ツーリズム開発及びその事業化

歩くことを通して、
高梁川流域の自然の素晴らしさや歴史・文化を学び体験

 
事
業
紹
介
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　高梁川流域の食・モノづくり文化の発信とマルシェを価値創造の場として
ブランド化することです。
　さらにマルシェ商品、作品をブランドとして商品展開を図っていきます。

高
梁
川
マル
シ
ェ
～
流
域
時
間
の
過
ご
し
方
～

　

高
梁
川
マルシェ
は
、普
段
生
活
で
は
気
づ
か
な
い
流
域
の

美
し
く
幸
福
な
暮
ら
し
方
を
感
じ
る
時
間
を
提
供
す
る

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、流
域
の
こ
だ
わ
り
の
食
と
暮
ら
し
の
食

器
や
雑
貨
た
ち
を
、倉
敷
市
内
の
歴
史
的
建
造
物
で
、生

産
者
や
作
家
の
方
々
と
の
会
話
、音
楽
や
ア
ー
ト
と
一
緒
に

実
感
し
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、平
成
27
年
10
月
31
日（
土
）･
10
月
1

日（
日
）に
、岡
山
県
民
文
化
祭
の
メ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
、倉
敷
市
中
心
市
街
地
に
あ
る
国
指
定
重
要
文
化
財

「
大
橋
家
住
宅
」、阿
知
2
丁
目
公
園
、林
源
十
郎
商

店
、キ
ャ
ン
ド
ル
卓
「
渡
邉
邸
」を
会
場
に
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、平
成
28
年
3
月
26
日（
土
）･
3
月
27
日（
日
）に

も
大
橋
家
住
宅
で
、流
域
の
食
を
体
験
す
る
マル
シ
ェ
を
実

施
し
、延
べ
3
5
0
0
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

高
梁
川
マル
シェ
は
、平
成
24
年
か
ら
春
と
秋
の
年
2
回

実
施
し
、平
成
27
年
度
で
既
に
9
回
目
の
開
催
実
績
が

あ
り
ま
す
。こ
こ
で
は
、単
に
マル
シ
ェ（
市
場
）の
モ
ノ
の
売
り

買
い
だ
け
で
な
く
、高
梁
川
流
域
の
豊
か
な
時
間
を
感
じ

て
頂
く
よ
う
に
、出
店
者
や
開
催
場
所
、音
楽
や
装
飾
に

も
こ
だ
わ
っ
て
、流
域
の
食
や
モ
ノ
づ
く
り
文
化
の
発
信
や

交
流
の
場
と
し
て
の
位
置
づ
け
も
行
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に

毎
回
出
店
者
間
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
商
品
や
作
品

も
生
み
出
さ
れ
る
風
土
も
出
来
上
が
っ
て
お
り
、新
た
し
い

価
値
創
造
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、高
梁
川
マルシェ
の
質
を
向
上
さ
せ
て
、流
域
の

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
商
品
展
開
を
し
て
い
く
計
画
で
す
。

● コンセプトのあるマルシェ「流域時間の過ごし方」
● 流域の食やモノづくりの文化発信
● 高梁川マルシェブランドの創造

この事業のミッション

美しく幸福な暮らし方を感じる時間を
流域のこだわりの食と暮らしの雑貨を通して提供
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SA
V

E
 JA

PA
N

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

高
梁
川
流
域
に
生
息
す
る
希
少
種
生
物
の
講
義
･
観
察

と
保
護
活
動
を
通
し
て
、人
の
生
活
と
自
然
環
境
の
バラ
ンス
、

生
物
の
多
様
性
の
重
要
性
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、以
下

の
通
り
5
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
１
）ウ
ス
イ
ロヒョウ
モ
ンモ
ド
キ
の
観
察（
平
成
27
年
6
月
13
日
、

新
見
市
草
間
台
）

（
２
）ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
巣
箱
観
察（
平
成
27
年
6
月
20
日
。高

梁
美
し
い
森
）

（
３
）ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
巣
箱
作
り
体
験（
平
成
27
年
10
月
25
日
、

高
梁
美
し
い
森
）

（
４
）高
梁
川
の
淡
水
魚
観
察（
平
成
27
年
11
月
7
日
、岡
山

県
立
大
学
）

（
５
）ウ
ス
イ
ロヒョウ
モ
ン
モ
ド
キ
の
草
原
を
つ
く
る（
平
成
27
年

11
月
28
日
、新
見
市
草
間
台
）

　

自
然
環
境
の
保
全
は
、地
球
規
模
で
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
喫
緊
の
課
題
で
す
。2
0
1
0
年
10
月
に
は

名
古
屋
で「
生
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締
約
国
会
議
」

（
C
O
P
1
0
）が
開
催
さ
れ
、そ
の
取
り
組
み
は
ま
す
ま
す

重
要
と
な
り
、N
P
O・企
業・行
政
な
ど
が
問
題
の
解
決
に
懸

命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。し
か
し
、そ
の
取
り
組
み
を
上
回
る

ス
ピ
ー
ド
で
地
球
環
境
の
破
壊
が
進
み
、絶
滅
危
惧
種
が
増
大

し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

高
梁
川
流
域
に
お
い
て
も
そ
れ
は
例
が
出
な
く
、自
然
界
の

小
さ
な
生
物
に
目
を
向
け
、そ
の
生
態
を
知
り
、観
察
す
る
こ
と

に
よ
って
、生
物
は
自
然
と
つ
な
が
る
入
り
口
で
あ
り
、自
然
環

境
全
体
の
保
全
、循
環
を
確
保
す
る
こ
と
に
よって
の
み
、生
物

の
保
護
も
実
現
で
き
る
こ
と
を
学
び
ま
す
。「
い
き
も
の
が
住
み

や
す
い
環
境
づ
く
り
」は
、私
た
ち
の
暮
ら
し
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、絶
滅
危
惧
種
の
保
護
活
動
を
通
じ
て
、地
域
と
の
つ
な

が
り
や
そ
の
活
性
化
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　SAVE JAPANプロジェクトは、産学民連携で実施している絶滅危惧
種の保護を通じて行う自然環境の保全活動です。この活動によって、自然
への気づき配慮を啓発していきたいと考えています。同時に地域活性化にも
貢献していきます。

この事業のミッション

● 絶滅危惧種の保護
● 自然の循環を学び、その保全のための活動の実践
● 地域づくりへの貢献

高梁川流域に生息する希少種生物を通して、
人の生活と自然環境のバランス、生物の多様性の重要性を学ぶ
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備
中
で
暮
ら
す
匠（
先
人
）への「
聞
き
書
き
」事
業

　

地
域
ご
と
の
伝
統
文
化
や
暮
ら
し
な
ど
を
知
り
、地
域
の

人
に
も
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
土
地
の
逸
話
な
ど
再

発
見
・
再
認
識
し
、地
域
を
見
直
す
き
っか
け
と
な
り
、若
者
に

よ
る
地
域
活
性
化
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

「
聞
き
書
き
」は
話
し
手
の一
方
的
な「
語
り
」で
な
く
、聞
き

手
と
話
し
手
の「
会
話
」か
ら
生
ま
れ
る
地
域
の
生
活
文
化

を
後
世
に
伝
え
る
技
術
で
あ
り
、記
録
で
す
。高
校
生
、大
学

生
が
、流
域
の
古
老
や
生
活
文
化
の
担
い
手
な
ど
に「
聞
き
書

き
」を
実
施
し
、そ
の
記
録
を
ま
と
め
冊
子
制
作
ま
で
を
行
い

ま
し
た
。

　

若
者
た
ち
が
、聞
き
手
と
し
て
地
域
の
様
々
な
方
々
の
生
き

方
や
価
値
観
を
受
け
止
め
な
が
ら
文
章
に
ま
と
め
て
い
く
作

業
を
通
し
て
、話
し
手
の
人
生
や
集
落
の
実
態
への
理
解
を
深

め
て
い
き
ま
す
。学
生
か
ら
は「
いつ
の
間
に
か
自
分
の
考
え
が
、

話
し
て
下
さっ
た
方
の
考
え
と一
緒
に
な
って
い
く
感
じ
が
し
た
」

が
あ
り
ま
し
た
。人
の
人
生
を
正
面
か
ら
受
け
止
め
、そ
の
人

の
考
え
や
感
性
と
自
分
を
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
、人
と
人
と

の
コ
ミュニケ
ー
ション
の
始
ま
り
な
の
だ
と
い
う
気
づ
き
も
あ
り
、

聞
き
書
き
が
地
域
人
と
し
て
の
成
長
を
促
す
こ
と
が
出
来
た

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
若
者
に
よ
る「
聞
き
書
き
」は
、備
中
地
域
だ

け
で
な
く
県
内
外
で
も
地
域
と
つ
な
が
り
、若
者
の
成
長
を
促

す
手
法
と
し
て
行
わ
れ
、「
聞
き
書
き
甲
子
園
」と
い
う
全
国

的
な
発
表
の
場
も
あ
り
ま
す
。

今
後
地
域
か
ら
全
国
へ
、世
界
へ
。若
者
た
ち
か
ら
の
成
長
の

た
め
の
事
業
と
し
て
、備
中
地
域
で
の
聞
き
書
き
を
継
続
し

て
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「聞き書き」という手法によって、若者が地域とつながり、地域も若者と
つながる。地域の忘れ去られようとしている知の伝承は、地域の活性化の
ためにもとても重要な作業となっています。

● 備中地域の知の伝承
● 聞き書きを手法として、備中地域の若者の成長を促す
● 地域活性化への貢献

この事業のミッション

伝統文化や暮らしを「聞き書き」を通して知り、
忘れ去られようとしている地域の逸話を再発見・再認識
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倉
敷
市
文
化
遺
産
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
事
業

　

倉
敷
市
文
化
振
興
基
本
計
画（
平
成
22
年
策
定
）を

踏
ま
え
、備
中
地
域
の
文
化
発
信
と
人
材
育
成
、そ
の
継

承
を
目
的
と
し
て
、下
記
の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

１
．備
中
志
塾
の
開
催　

平
成
27
年
８
月
～
平
成
27
年
12
月
ま
で
、国
指
定
重
要

文
化
財「
大
橋
寺
家
住
宅
に
て
、①「
備
中
の
地
理
と
生

活
文
化
」②「
備
中
神
楽
の
み
ど
こ
ろ
」③「
備
中
紀
行
」

④「
備
中
の
食
」
⑤「
節
季
の
祝
い
」と
い
っ
た
内
容
で
全

５
回
実
施
し
ま
し
た
。

２
．備
中
邦
楽
の
里
フ
ェス
タ 

i
n 

倉
敷　

ア  

和
の
音
楽
芸
能
フ
ェス
テ
ィ
バル
の
開
催

日
本
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
邦
楽（
和
楽
器
を
使
用
し
た

音
楽
）、古
典
音
楽
等
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
、平
成
２７
年

10
月
３
日（
土
）、４
日（
日
）の
2
日
間
に
渡
っ
て
実
施
し

ま
し
た
。

イ  

和
の
音
楽
文
化
普
及
促
進
事
業（
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
）の
開
催

　

7
月
10
日
に
子
ど
も
の
た
め
の
鳴
り
物（
和
太
鼓
）

「
し
ゃ
ぎ
り（
県
指
定
・
無
形
民
俗
文
化
財
）」を
演
奏
す

る
子
ど
も
た
ち
と
、国
内
を
代
表
す
る
若
手
邦
楽
奏
者
が

交
流
し
、ジ
ョ
イ
ン
ト
演
奏
を
実
施
し
ま
し
た
。

2
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
も
高
梁
川
流
域（
備
中
地
域
）の
文

化
歴
史
、音
楽
を
直
に
感
じ
、体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、参

加
者
に
そ
の
価
値
を
伝
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

備
中
志
塾
は
、文
化
庁
「
文
化
遺
産
を
活
か
し
た
地

域
活
性
化
事
業
」に
採
択
さ
れ
て
か
ら
4
年
目
が
経
過
し
、

次
年
度
は
岡
山
県
備
中
県
民
局
と
も
協
働
し
て
、こ
の
プ

ロ
グ
ロ
ラ
ム
を
流
域
の
C
A
T
V
と
連
携
し
て
認
知
を
広

げ
、本
格
的
な
人
材
育
成
を
目
指
し
て
塾
生
制
度
に
転

換
さ
せ
て
い
く
計
画
で
す
。

　備中地域の地理、歴史文化、芸能の伝承と地域の知を活用した人材
育成を目的としています。特に備中志塾は、地域に留まらず「普遍のねうち」
備えた次世代の人材育成を目指しており、人づくりを通じた地域活性化事
業と言えます。

● 備中文化 ･ 芸能の伝承
● 地域人材育成
● 地域情報の発信。地域活性化への貢献

この事業のミッション

備中地域の文化発信と人材育成、後世への継承
「普遍のねうち」を備えた次世代の人材育成
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高
梁
川
の
川
ゴ
ミ
調
査

　

流
域
の
中
学
生
を
対
象
に
し
て
、高
梁
川
流
域
の
川
ご
み

調
査
を
通
じ
て
環
境
啓
発
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。

　

高
梁
川
流
域
連
盟
が
主
催
す
る
高
梁
川
流
域
ク
リ
ー
ン

一
斉
活
動
に
合
わ
せ
て
、倉
敷
市
立
第
一
中
学
校
生
徒
及
び
保

護
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
33
名
参
加
し
て
、河
川
に
散
乱

す
る
ご
み
を
回
収
し
、そ
の
個
数
と
重
量
を
種
類
別
に
計
測

し
ま
し
た
。調
査
に
あ
た
って
は
、12
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、約

30
分
船
穂
橋
東（
A
会
場
）周
辺
の
ご
み
を
回
収
し
た
後
に
、

記
録
用
紙
の
分
類
に
従
って
ご
み
を
分
類
し
、そ
の
個
数
と
重

量
を
集
計
・
記
録
し
、そ
の
ゴ
ミ
の
発
生
源
につい
て
意
見
交
換

を
し
ま
し
た
。

　

事
業
後
の
中
学
生
向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、多
く
の

中
学
生
が「
高
梁
川
は
き
た
な
い
」と
感
じ
て
お
り
、河
川
に

散
乱
す
る
ご
み
が
川
に
つい
て
の
印
象
に
悪
影
響
を
与
え
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。同
時
に
、ご
み
調
査
に
参
加
し
て「
ま

た
参
加
し
た
い
」と
い
う
感
想
が
多
かっ
た
こ
と
や
、河
川
ご
み

調
査
を
通
じ
て
、川
ご
み
に
対
す
る
意
識
の
啓
発
につ
な
がっ
た

と
考
え
ら
れ
る
回
答
も
多
く
あ
り
、実
際
に
体
験
を
通
じ
た

学
び
は
子
ど
も
た
ち
に
与
え
る
影
響
も
大
き
い
こ
と
を
改
め

て
実
感
で
き
た
内
容
で
し
た
。

　

今
後
は
調
査
範
囲
の
設
定
を
見
直
す
、調
査
地
点
を
高

梁
川
流
域
に
広
げ
る
こ
と
で
、よ
り
調
査
の
精
度
を
高
め
る
と

と
も
に
、市
民
参
加
型
に
よ
る
調
査
を
進
め
る
こ
と
で
啓
発
活

動
と
し
て
も
広
め
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。さ
ら
に
水
質
調
査
、生
き
物
調
査
も
実
施
し
総
合
的
に

環
境
を
考
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、高
梁
川
の
浄
化
に
つ
な
が

る
啓
発
活
動
と
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　高梁川流域連盟と協働で行う中学生による川ゴミ調査を行いました。今
回高梁川の河川敷のゴミ調査だけで中学生は「高梁川は汚い」と感じて
おり、今後は水質や生き物調査も加えて総合的な環境調査及びそれに基
づく啓発を実施していく計画です。

● 高梁川流域連盟と協働した高梁川の環境保全活動
● 中学生による高梁川の川ゴミ調査に基づく環境啓発活動
● 高梁川の水質、生き物調査も加えて総合的な環境保全活動への展開

この事業のミッション

高梁川流域の川ごみ調査を通じて
環境啓発を行い、市民参加型の活動へ
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水
島
コン
ビ
ナ
ー
ト
関
連
勉
強
会（
水
島
コン
ビ
ナ
ー
ト
の
進
化
）

　

高
梁
川
流
域
、倉
敷
市
、岡
山
県
に
と
っ
て
も
最
大
の

地
域
資
源
で
あ
る
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
。し
か
し
な
が
ら
そ

の
実
態
は
あ
ま
り
に
も
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。本
事
業
で
は
、

水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
企
業
の
O
B
･
社
員
か
ら
そ
の
歴
史

や
最
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
に
つ
い
て
の
講
義
を
頂
き
、コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
を
近
く
知
る
こ
と
で
そ
の
理
解
を
広
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
、水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
全
体
を

俯
瞰
す
る
バス
ツ
ア
ー（
環
境
学
習
セ
ン
タ
ー
⇒
鴨
が
辻
⇒

水
島
港⇒

環
境
学
習
セ
ン
タ
ー
）、水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
現

役
社
員
、O
B
の
方
々
か
ら
、水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
形
成
の

歴
史
、進
化
し
続
け
る
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
職
場
で
の
体
験
談
、

技
術
に
つ
い
て
の
講
義
を
頂
き
ま
し
た
。講
義
後
、少
し
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
を
身
近
に
感
じ
て
頂
き
な
が
ら
、参
加
者
か
ら

の
質
問
や
こ
れ
か
ら
の
地
域
と
の
共
生
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、水
島
港
に
面
し
た
東
西
９
ｋｍ
、南
北

６
ｋｍ
と
い
う
広
大
な
埋
め
立
て
地
の
製
油
所
、製
鉄
所
、

自
動
車
、化
学
工
場
、巨
大
な
タ
ン
ク
や
溶
鉱
炉
、縦
横
に

延
び
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
、百
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
高
層
煙
突

の
数
々
、東
京
タ
ワ
ー
に
匹
敵
す
る
長
さ
の
巨
大
船
が
入

港
す
る
な
ど
、そ
の
ス
ケ
ー
ル
に
は
驚
き
感
動
が
あ
っ
た
と
の

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
公
害
の
歴
史
を
検
証
し
技
術

的
に
改
善
し
て
い
る
努
力
や
未
来
社
会
に
つ
な
が
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
課
題
な
ど
も
共
有
も
出
来
ま
し
た
。

　

次
年
度
は
今
回
実
施
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
基
本
パ
タ
ー
ン
と

し
て
、集
客
の
確
保
を
図
り
、複
数
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
ま
す
。

　高梁川流域にあって最大の地域資源である水島コンビナートについての
理解促進を進めるプログラムです。その成り立ち、公害の歴史、世界貿易
港としての機能、石油、天然ガスなどのエネルギーのインフラなどをコンビナー
トOB の方 か々ら講義を頂き、コンビナートを身近に感じるプログラムです。

● 水島コンビナートOB の「知」の伝承によるコンビナートの理解促進
● 水島コンビナートの地域資源として活用する方策
● 地域づくりにとって重要なエネルギー政策についての理解促進

この事業のミッション

水島コンビナートについて理解を深め、
最新技術や歴史を学び、未来社会について課題を共有

 
事
業
紹
介
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高
梁
川
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

平
成
28
年
2
月
6
日（
土
）１０
時
～
１６
時
、倉
敷
中

央
病
院
大
原
記
念
ホ
ー
ル
に
お
き
ま
し
て
、高
梁
川
流
域

学
校
の
平
成
27
年
度
事
業
の
実
施
報
告
と
大
学
と
地

域
が
連
携
し
た
地
域
活
性
化
の
取
組
み
発
表
と
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
通
じ
て
、高
梁
川
流
域
の
地
域
教
育
の
必
要
性
と

そ
の
可
能
性
を
検
証
し
、メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
広
く
流
域

学
校
事
業
の
情
報
発
信
を
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、午
前
中
は
、流
域
学
校
の
実
施
事
業
に
つい
て
の

報
告
と
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
先
生
方
や
参
加
者
か
ら
の
評
価

頂
き
ま
し
た
。午
後
は
大
原
美
術
館
専
務
理
事
の
大
原
あ
か

ね
氏
に
よ
る
基
調
講
演「
川
の
声
に
耳
を
澄
ま
す 

一
滴
が
集

ま
り
そ
し
て
海
へ
」、流
域
の
大
学
生
に
よ
る
地
域
を
フ
ィ
ー
ル

ド
と
し
た
取
組
事
例
の
報
告
と「
持
続
可
能
な
高
梁
川
流

域
の
社
会
づ
く
り
の
試
み
」を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

実
施
し
た
ま
し
た
。

　

事
業
報
告
につい
て
は
、概
ね
基
準
以
上
の
評
価
を
頂
け
ま

し
た
。流
域
大
学
か
ら
の
報
告
も
非
常
に
良
い
取
組
身
が
多

く
、今
後
様
々
な
連
携
を
し
て
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
出

来
る
と
思
い
ま
す
。シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、改
め
て
高
梁
川
流
域

学
校
は
、人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
活
動
を
推
進
す
る
と
い
う
方

向
性
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

次
年
度
以
降
は
、各
事
業
の
成
果
を
数
値
化
し
た
目
標

設
定
を
行
い
、具
体
的
な
評
価
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
内
容

を
詰
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。さ
ら
に
参
加
者
参
加

型
の
ミ
ー
チ
ン
ン
グ
に
成
長
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　平成 27 年度の高梁川流域学校の実施事業を報告し、振り返り評価を
するとともに次年度の活動の方向性を打ち出す場としました。流域大学の学
生 ･ 教員から各大学の取組みついて発表頂き、更に今後の連携の可能
性も確認しました。

● 高梁川流域学校の実施報告による情報発信
● 地域大学との連携協力によるシンポジウムの開催
● 高梁川流域学校の課題発見、解決に向けての方向性の確認

この事業のミッション

高梁川流域の地域教育の必要性とその可能性を検証
メディアを通して広く事業の情報を発信

 
事
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高
梁
川
流
域
学
校 

初
等
部 

あ
ち
の
も
り
分
校 

冬
の
教
室

　

本
事
業
は
、概
ね
10
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
こ
ど
も
を
対
象

に
、地
域
の
暮
ら
し
が
息
づ
く
倉
敷
市
内
中
心
に
あ
る
阿

智
神
社
鎮
守
の
森
の
自
然
の
中
で
、こ
ど
も
た
ち
が
五
感

を
使
っ
て
感
じ
、そ
の
感
動
・
感
性
を
多
く
の
人
と
分
か
ち

合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、高
梁
川
流
域

学
校
初
等
部
あ
ち
の
も
り
冬
の
教
室
と
し
て
提
供
し
ま
し

た
。

　

自
然
体
験
だ
け
で
な
く
、こ
ど
も
た
ち
や
そ
の
保
護
者

が
、自
ら
体
験
し
て
い
る
こ
と
を
他
者
の
視
点
か
ら
追
認
で

き
る
よ
う
な
場
面
を
想
定
し
て
、幅
広
い
世
代
の
人
た
ち

と
の
交
流
に
も
主
眼
に
置
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
、会
場
の
あ
る
鶴
形
山
の
斜
面
を

活
用
し
た
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム「
あ
ち
の
も
り
探
検
隊
」

の
ほ
か
、木
片
で
暖
を
取
っ
た
り
調
理
を
す
る「
ロ
ケ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
」「
ウ
ッ
ド
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
」制
作
、流
域
の
さ
か
な
に

つ
い
て
学
ぶ「
お
さ
か
な
カ
ル
タ
」、ど
ん
ぐ
り
の
生
態
と
可

能
性
を
丁
寧
に
伝
え
る「
ど
ん
ぐ
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、阿
智

神
社
の
剪
定
屑
で
つ
く
る「
ブ
ン
ブ
ン
ご
ま
」「
あ
け
ぼ
の
藤

の
ブ
ロ
ー
チ
」、鶴
形
山
の
歴
史
や
阿
智
神
社
の
成
り
立

ち
を
知
る「
阿
智
神
社
の
お
話
」な
ど
、流
域
で
活
躍
す

る
N
P
O
お
よ
び
地
域
お
越
し
協
力
隊
、吉
備
国
際
大

学
の
学
生
な
ど
大
勢
の
ス
タ
ッ
フ
が
協
力
し
て
実
施
し
、約

5
0
0
名
の
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

　10 歳くらいまでの子どもを対象とした自然体験プログラムを工夫し、五感
を使って自然への気づきや分かち合いを目的としました。多世代が交流する
中で、子どもが自己を確認する視点も意識して場の演出を行いました。様々
な組織体との協働も実現しました。

● 10 歳くらいまでの子どもを対象としたプログラムで自然への気
づき、分かち合い

● 多世代の交流による自己確認
● 流域地域の大学、NPO 法人、団体などとの協働

この事業のミッション

地域の暮らしが息づく倉敷市内中心にある阿智神社の森の自然を
五感を使って感じ、感動と感性を多くの人と分かち合う

 
事
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学
生
未
来
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト「
コ
ヅ
チ
」

　

高
梁
川
流
域
の
地
域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、高
校

生
・
大
学
生
及
び
同
年
代
の
若
者
に
地
域
参
加
型
の
学

習
の
場
を
提
供
し
、課
題
解
決
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た「
学
生
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、流
域
ツ
ア
ー（
水
島
臨
海
鉄

道
、水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
）、地
域
課
題
解
決
型
の
ア
プ
ロ
ー

チ
に
お
け
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
運
営
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
大
会

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、参
加
学
生
等
の「
コ
ミ
ュニ
ケ
―

シ
ョン
ス
キ
ル
」「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
ス
キ
ル
」「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
ス
キ
ル
」「
キ
ャ
リ
ア
形
成
ス
キ
ル
」「
地
域
へ
の
関
心
」等

を
高
め
る
と
同
時
に
、二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
を
中
心

と
し
た
、環
境
配
慮
型
の
小
学
生
向
け
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
、複
数
、企
画
立
案
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
ま
し
た
。

参
加
チ
ー
ム
７
組（
大
学
生
5
名
、高
校
生
12
名
、同
年

代
の
若
者
3
名
、合
計
20
名
）の
参
加
を
得
て
、実
施
し

た
。フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
は
、岡
山
県
倉
敷
市
に
位
置
す
る

「
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
」を
舞
台
に
実
施
し
ま
し
た
。

成
長
への
自
己
評
価
に
つ
い
て
、参
加
者
の
63
％
に
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
、学
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
評
価
の
高
い
企
画
が
実
施
で
き
た
と
思
い
ま
す
。成
長

へ
の
自
己
評
価
が
最
も
高
か
っ
た
も
の
は
、1
3
4
％（
63

点
→
82
点
）へ
と
、大
き
な
成
長
感
を
得
て
い
る
事
例
も
あ

り
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
自
由
記
述
か
ら
は
、「
真
剣
に
や
る
っ
て

面
白
い
！
」「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
が
大
き
く
向
上
し
た
」「
最
後
ま
で
や
り
終
え
る

と
、と
て
も
充
実
感
が
あ
っ
た
。」「
こ
の
緊
張
感
が
勉
強
に

な
り
ま
し
た
」な
ど
の
声
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　高校生、大学生を対象として、水島コンビナートを舞台にした、小学生
向けの環境配慮型学習プログラムをワークショップ形式でプランニングする。
プレゼンも設定し、順位をつけて表彰までを行いました。

● 高校生 ･ 大学生を対象とした地域課題を解決するプラン作成を目的とした
「学生プランコンテスト」の実施

● 低炭素社会実現に向けての小学生向けの環境配慮型の学習プログラムの制作

● 水島コンビナートを舞台としたプラン作成で、社会人基礎力を伸ばす

この事業のミッション

高梁川流域の地域課題を通し、
高校生・大学生及び同年代若者の地域参加型学習の場に
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三世代交流型モノづくり事業　{ 備中の匠（たくみ）に習う }　（子ども備中志塾）

備中 no 町家 de 暮らす事業

緑のインターン事業　

　夏休み宿題応援団として、幼児～小学生および一般を対象に、地域で活躍するアーティストから本格的なモ

ノづくりをまなぶ企画を実施しました。

A　木でつくるカラトリー、B　ステンドグラス、C　多肉植物のタブロー

D　リーフプリント、木工　　３日間　９：３０～１７：００

　広報は、倉敷市環境学習センターから、市内の全小学校にチラシを配布し、計画とおり６月１３日より募集を

開始し、約 600 名の参加がありました。

　備中の町並みに残る、文化財クラスの建築物や、「蔵・倉」、「商家」、今も暮らしの残る小さな「町家」

の空間で、江戸・明治・大正・昭和から平成の現代に伝わる地域の伝統的な生活文化の魅力を五感で体感し、

これからの低炭素社会の生活スタイルを考える機会とすることを目的とした。

　【内容】「町家でクラス、懐かしい未来」を合言葉に「備中 no 町家 de クラス」を開催した。開催地区

は倉敷／美観地区及び周辺地区、玉島、下津井、茶屋町、浅口市／鴨方、高梁市及び吹屋、新見市、

総社市、矢掛町、早島町の 28 の町家で 38 のプログラムをと8 地区でのまち歩きを開催した。

　実践的なフォレスター養成を目的に、高梁美しい森を実践フィールドとして「森の健康診断」「林地残材搬

出講習」「マツ林整備実習」「刈払機取り扱い安全衛生教育」「チェーンソー（大径木）特別教育」を実

施しました。

　素人向けに特化した内容により、里山保全活動参加へのハードルを下げて、法令に則った講習を開催し、

修了証を発行することで、参加者のモチベーションを上げることで、今後の森づくり活動への積極的な参加を呼

びかけました。

協力事業

協力事業

協力事業

一般社団法人チカク

備中町並みネットワーク（事務局：NPO 法人倉敷町家トラスト）

NPO 法人フォレスト･フォー ･ピープル岡山
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校 長

顧 問

顧 問

顧 問

顧 問

代 表 理 事　

副 代 表 理 事

副 代 表 理 事

理 事

理 事

理 事

監 事

監 事

事 務 局 長

神 崎　 宣 武

澁 澤　 寿 一

川 嶋 　 直

大 社 　 充

山 田　 俊 行

大 久 保 憲 作

森 光　 康 恵

赤 木　 美 子

中 村　 泰 典

山 下　 武 伺

坂 ノ 上 博 史

古 川 　 明

坂 本　 万 明

岡 野　 智 博

（民俗学者 旅の文化研究所所長・文化庁文化審議会専門委員）

（認定特定非営利活動法人共存の森ネットワーク 理事長）

（公益社団法人日本環境教育フォーラム 理事長） 

（特定非営利活動法人グローバルキャンパス 理事長） 

（トヨタ白川郷自然學校 學校長） 

（倉敷木材株式会社 代表取締役社長） 

（きび工房「結」） 

（一般社団法人チカク 代表理事） 

（特定非営利活動法人倉敷町家トラスト 代表理事） 

（特定非営利活動法人フォレストフォーピープル岡山 理事長）

（一般社団法人倉敷未来機構 代表理事） 

（新水マリン株式会社 代表取締役社長）

（株式会社倉敷ケーブルテレビ 代表取締役社長）

（一般社団法人水辺のユニオン 代表理事）

『高梁川流域学校設立記念シンポジウム』
一般社団法人高梁川流域学校

『高梁川トレイルによる風土ツーリズム開発』
一般社団法人高梁川流域学校、一般社団法人水辺のユニオン、LAID-BACK DESIGN

『高梁川マルシェ』
一般社団法人高梁川流域学校、一般社団法人水辺のユニオン、LAID-BACK DESIGN

『SAVE JAPANプロジェクト』
一般社団法人高梁川流域学校、NPO法人岡山NPOセンター、認定NPO法人日本NPOセンター、損害損保ジャパン日本興亜株式会社

『備中で暮らす匠（先人）への「聞き書き」事業』
備中「聞き書き」実行委員会

『倉敷市文化遺産を活かした地域活性化事業』
一般社団法人倉敷未来機構、一般社団法人高梁川流域学校、倉敷市大橋家住宅活用実行委員会、備中邦楽の里フェスタ実行委員会

『高梁川の川ゴミ調査』
高梁川流域連盟、公益財団法人水島環境再生事業団、一般社団法人高梁川流域学校

『水島コンビナート関連勉強会（水島コンビナートの進化）』
一般社団法人高梁川流域学校、水島カタリーベの会

『高梁川ミーティング』
一般社団法人高梁川流域学校、公益社団法人有鄰会、倉敷中央病院、岡山大学、岡山県立大学、くらしき作陽大学、倉敷芸術科学大学、吉備国際大学

『高梁川流域学校 初等部 あちのもり分校 冬の教室』
一般社団法人高梁川流域学校、一般社団法人チカク、NPO法人フォレストフォーピープル岡山

『学生未来プランコンテスト「コヅチ」』
一般社団法人高梁川流域学校、一般社団法人高梁川プレゼンターレ

組織概要

各事業の組織構成
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高梁川流域学校のサポーターを募集しています

高梁川流域学校 事務局

　賛助会員へのご入会・ご寄附のお願い

　私達の活動の趣旨に賛同し、支えて下さる賛助会員様、団体・個人の方からのご寄附を募集しています。

ぜひサポーターとして、優れた地域教育プログラムを次世代につなぐ高梁川流域学校を応援してください。

　事務局あてにお名前・ご住所 / 連絡先をお知らせいただければ、入会申込書をお送りいたします。

〒 710-0055　倉敷市阿知 3 丁目 5-5

090-4800-1110

050-3588-6427

takahashi_river1506@gmail .com 

http://l iton. jp

住所

電話番号

FAX

メールアドレス

ウェブページ
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